
型枠パネル上に十字線、開口部内法の線、

開口部芯からの対角線を引き、開口部内法の

線に合わせて受枠を置きます。この時、

アンカーのボルト固定用穴位置もけがきます。

固定プレートをアンカー穴のけがき位置に

釘で固定し、ボルト、六角ナット、平座金を

組み付けます。

120.0120.0120.0120.0Ｗ－１
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付属の型枠をコーナー金具４個で片側のみ

釘で固定し、固定した側を下にして、開口部

内法の線に合わせて置き、コーナー金具を

釘で型枠パネルに固定します。

受枠のアンカー穴を２でセットしたボルト位置

に合わせて、受枠を平座金の上に置き、六角

ナットでレベル調整します。レベル調整後、平

座金、六角ナットを組みつけ受枠を固定します。

コーナー金具

Ｄ－Ｄ断面図

型枠

コーナー金具型枠

Ｂ－Ｂ断面拡大図

ＡーＡ断面図

六角ナット

固定プレート

平座金

ボルト

釘

ボルト

平座金

ナット
六角

本施工要領書にご不明な点がございましたら下記までお問合せください。

お問合せ先:（059）377-3232
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1000900800700
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150.4150.4150.4144.4Ｗ－２
175.4175.4175.4165.4Ｗ－６

Ｓ－１
102.4Ｓ－２ 96.4 96.4 102.4

127.4117.4112.4Ｓ－６ 127.4

49.4 49.4 49.4 49.4
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桟木②、桟木③、桟木⑥を上図のように

釘で固定します。

型枠の上側にコーナー金具を釘で固定し、

上図のように補強用の桟木を取り付けます。

また、型枠の下側からコンクリートが入ら

ないよう釘で型枠パネルに固定します。
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桟木⑤

桟木③ 釘

桟木②

桟木①

コーナー金具

桟木④

型枠補強材

養生材 スペーサー

Ｅ Ｅ

桟木③

２組１組

桟木③

桟木②

桟木③

釘

桟木③

５ ６

７ ８

２ページ

受枠と型枠の枠受部にコンクリートが

入らないよう、スペーサー及び養生材

を挿入し、セット完了です。

コンクリートを打設します。

型枠の上側に型枠補強材を釘で固定し、 コンクリート硬化後、養生材、スペーサー、

型枠補強材、コーナー金具、桟木を外し、

型枠をハンマーで外側よりたたいて

養生材

Ｅ－Ｅ断面図

スペーサー

桟木⑥

桟木⑥

取り外します。枠受部及び中蓋の受部に

付着したノロ等は、除去してください。

枠受部

本施工要領書にご不明な点がございましたら下記までお問合せください。

枠受部及び中蓋の受部の
ノロを除去する

お問合せ先:（059）377-3232

1000用900用800用700用

長さ（ｍｍ）

426376

C=400C=350

0326276226206

C=300

桟木③

C=250C=200C=180
部品

長さ（ｍｍ）

3

3

2

4

4

998

974

998

409.5

100

409.5

898

874

898

100

359.5

798

774

798

698

674

698

100100

309.5桟木⑥

桟木⑤

桟木④

部品

桟木②

桟木①

釘穴の数

釘穴の数
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